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私×〇〇の「つながり」を⾒いだす実践 

―共通概念「関係性」に着⽬した学年運営と教科指導― 

Practices that help students find connections to subject 
−Grade management and subject instruction 

 focusing on the common concept of Relationships− 

研究グループ３年 

国語科 宇佐⾒ 尚⼦ 

社会科  前⽥ 陽⼦ 

数学科  新井 健使 

理科  川上 佑美 

保健体育科  佐藤  毅 

家庭科  菊地 英明 

養護  新川 ⼣貴 

 

１章 はじめに 

本学年ではこれまで，重要概念「システム（System）」（2019 年度），「Logic（論理）」（2020 年度）
に焦点を当て，これらを各教科の共通概念として教科等横断型の授業をデザインし，実施を試みて
きた。授業者側からは，それぞれの教科・科⽬のカリキュラムを編成し直したり，学習指導要領で
⽰されている内容との兼ね合いやバランスなどを考慮したりする必要がないことから，他教科とト
ピックを合わせるのと⽐較して取り組みやすいとの声があった。学ぶ⽴場からも，他教科・科⽬へ
の学びの転移が⽐較的起こりやすいという利点があげられた。 

今年度はこれまでの研究成果や今年度の学年⽬標を踏まえて，重要概念「関連性（Relationships）」
を各教科指導や IDU における共通概念として授業実践を⾏うこととした。 

 

２章 学年運営 

新学習指導要領には「三つの柱」，「資質・能⼒の育成」，「主体的・対話的で深い学び」，「カリキュ
ラム・マネジメント」等，様々なキーワードが⽰されている。そして，「教科等横断的な視点」に⽴
った教育課程の編成をしていくことで，より充実した教育活動を進めていくことも望まれている。 

中学第２学年（2020 年度）から学年主任を引き継ぎ，2020 年度は「利他って？」，そして，第３
学年（2021 年度）は「つながり」‐⼈と⼈・学問と学問のあいだにあるものとは？‐という学年⽬
標を設定した。2020 年３⽉末に，残された２年間の義務教育を考えた際，本校の教育⽬標や国際バ
カロレアにおいての理念等も踏まえ，⾝に付けて欲しいものを想像した。まずは思いやりのある⼈
間関係の構築を⽬指し，次にそれを⼟台としてそれぞれの教科の学びや⽇常⽣活へのつながりを感
じ取れるようになって欲しいと願ったからである。 それから，各教科に限定せず，道徳や国際教養
（総合的な学習の時間）等も含めた教育活動全般に関連付けることも意識した。 
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これらの想いと以下の実践を通し，⽣徒たちが今後の⼈⽣において，課題発⾒，課題解決等，社
会⽣活と結び付けることができる⼒の修得を期待している。  
 

３章 教科指導 

１節 国語科 

 国語においては，1 学期に単元「俳句の世界」で重要概念を「ものの⾒⽅」とし，グループで様々
な季語についてメディアセンター（図書室）で調査し，発表を⾏った。2 学期には，1 学期に季語に
ついて学んだ経験を踏まえて，単元「和歌の世界ー万葉集・古今和歌集・新古今和歌集」で重要概念
を「つながり・関係性」とし，それぞれの歌集の時代性に着⽬して分析した和歌に関して，グループ
でプレゼンテーションを⾏った。3 学期にはさらに授業で「川柳」「狂歌」「漢詩」を扱い，重要概念

「関係性」に焦点を当てて，それぞれのジャンルがどのように影響しあっているか，⽣徒に考えさせ
る単元を設定した。また，3 学期の終わりには，「句会」を実施し，これまで俳句や和歌に関して学
んできた季節感等を振り返りながら，⾃分⾃⾝と季節や⽣活との関わりを実感を持ちながら表現す
る機会を設けることで，季節感や価値観において共通する普遍的な点と時代によって変化している
点について，⽣徒⾃⾝が改めて考察することを⽬指したいと考えている。 

 

２節 社会科 

 社会科（公⺠的分野）においては，「⾃分の住む社会といかにしてつながるか」を意識しながら学
習に取り組んだ。これは，学習内容を踏まえ「⾃分（私）」と「住む社会」との「関係性」をどのよ
うに捉え，⾃分の⼈⽣における社会参画の⽅法を模索するかを考える機会とすることである。 

本校の⽣徒には⽇本国籍を持たない⽣徒が⼀定数在籍するため，⽇本の国政への参政権を持つこ
とを前提とした視点に留まらず，⽇本の政治制度や社会保障制度を理解した上で，同じ社会に住む
様々な⼈々にとってより良い社会とは何か，どのような社会制度の構築が望まれるのかを，現在の
⽇本の抱える課題から考察していくことに重きを置いた。考察の過程が，今後の社会参画を担う際
の視点を養うことにつながり，⽣徒が今後の⼈⽣で⽇本に限らずその住む社会において，参政権の
有無に関わらず，その社会の⼀員としての社会参画を⾃分なりの⽅法で担うことに繋がると考える。 

この⽇本社会の制度や課題を考察することは，IDU において科学と社会の関係について，SDGs
を踏まえ持続可能な社会や世界をどのように構築していくのかを考える⼿段ともなり得る。社会に
存在する課題の解決にはどのような仕組みが考えられるのか，他教科を含む学習で得た様々な知識
の構造化及び考察の過程で⽤いたスキルの転移によって，より良い課題解決の⽅法を模索すること
を IDU では⽬指す。そこから社会的課題の問題解決に「⾃分」はどのように「関係性」を持つのか，
このことを⾃分なりに考え⾏動できる能⼒こそが，社会参画や主権者教育において求められている
ものであると考える 

 

３節 数学科 

 数学科においては，単元「いろいろな関数」において重要概念「関係性」を設定した。学習内容と
しては，𝑛𝑛乗に⽐例・反⽐例する関数から，２次関数，絶対値記号や根号を含む関数などを扱い，付
随して２次⽅程式を扱った。また，関数グラフの平⾏移動・対称移動，拡⼤・縮⼩なども扱った。こ
れらの学習において，“数と数の関係”，“式とグラフの関係”，“関数と⽅程式の関係”など，さまざま
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な視点から「関係性」という概念に迫ることができる。 

 本単元においては，まず“数と数の関係”に迫る課題から導⼊をした。具体的には，「⼤型⾶⾏機開
発が難しい理由とは？」を問いとした課題に取り組んだ。この課題では，揚⼒と重⼒の関係に着⽬
し，それを機体の全⻑と翼の⾯積，および機体の全⻑と体積との関係に単純化し考察を⾏った。次
に，視⼒検査で⽤いられるランドルト環を探究対象とし，環の⼤きさと視⼒や，環の⼤きさと環か
ら⽬までの距離など，“数と数の関係”について現実事象を通して深める活動を⾏なっていった。 

 次に，“式とグラフの関係”に迫るフェーズへ⼊った。ここでは，フリーのグラフ作成ツール
「GeoGebra」や「Desmos」，およびオンライン掲⽰板ツールの「Padlet」を利⽤しながら授業を実
施した。式を⼊⼒し，それがグラフとしてどのように表現されるか。逆にグラフを操作した場合，
それが式としてどのように表現されるのかなど，絶えず式とグラフを⾏き来しながらその関係性を
探っていった。ここで形成的アセスメントとして，「グラフアートをつくろう」という課題を課した。
その振り返りにおいても，「どのような曲線があるのか，⼀本の曲線のうちいくつのカーブがありど
のような⾓度なのかを⾒極めることができるようになり，よく⾒ることの⼤切さに気づいた。それ
と同時に，それらを表現するために必要な要素についての検討が必要だと気づけた。どのグラフが
適切なのか，定数𝑎𝑎をどのように設定すべきかなどを考え，そのものを表現することでよく⾒るだけ
でなくアウトプットもできそのものについての理解が深まる。」と記述する⽣徒もおり，“式とグラ
フの関係”に対する⾒⽅を伸⻑させることができたのではないかと考える。 

 最後に，“関数と⽅程式の関係”を扱った。⼯事現場の落下物防⽌⽤ネットをとめるボルトが落下
し近くにいた男性に当たり重傷を負わせたという実際に合った事件をもとに，どれほどまで危険で
あったのかを考察する課題を扱った。⽣徒たちは，落下時間と速さ，落下時間と落下距離など，さ
まざまな“数と数の関係”をとらえたうえで，「GeoGebra」などを駆使しながら“式とグラフの関係”
を通して考察をしている様⼦が⾒受けられた。最終的に瞬間の速さを求めるにあたり，２次関数上
のある特定の点の座標を求めるために，２次⽅程式が必要になる。そこで，動的な変化をとらえる
モデルである関数と，静的なその瞬間を切り取るモデルである⽅程式という視点から，“関数と⽅程
式の関係”をとらえることを扱った。また，扱った課題が物理現象であったため，理科の物理分野と
の関係を⾒出す⽣徒も複数いた。 

 本稿を執筆時にはまだ実施できていないが，総括的アセスメントの１つとして，単元の振り返り
シートを課す予定である。ここでは，「『関係性』を扱った他教科の授業とこの単元の学びがどのよ
うにかかわっているだろうか」という点に着⽬させて記述をさせる。これまでの単元内，あるいは
数学内で⾒出した「関係性」を，他教科へ広げてどのように深められるのか，あるいは“つながり”を
⾒いだすのかを表出させることを意図している。ここまでの授業の様⼦から，また昨年度までのグ
ループとしての取り組みから，⼗分な内容を記述してくるのではないかと想定している。 

 

４節 理科 

理科においては，年間を通して，すべての単元で重要概念「関係性」を設定した。１学期は単元
「運動とエネルギー」において関連概念「エビデンス」を，２学期は単元「電流とその利⽤」におい
て関連概念「相互作⽤」を設定し，複数の視点から重要概念「関係性」の構築を企図した。 

１学期は，関連概念「エビデンス」を設定することで，エビデンスと結論の関係性を探究した。科
学的探究では，観察，実験によってエビデンスを得ることが多い。このエビデンスは，他者にも追
試可能な観察，実験を通して，客観的なデータであることが求められる。⼀⽅で，科学以外の状況
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に⽬を向けてみると，我々は⾃分の感情や記憶に基づいた，つまりは，主観的なエビデンスに基づ
いた結論を導くこともある。１学期に実施した単元「運動とエネルギー」では，⼒と運動の関係を，
実験を基に明らかにしていく。ここでは，物体にはたらく⼒がつりあっているとき，静⽌している
物体は静⽌し続け，運動している物体は等速直線運動を続けるという結論が得られる。しかし，私
たちの⽣活において，運動している物体は，⼒が働かない限りいつか⽌まるのである。このような
経験知は，科学的探究の妨げになる。そこで，観察，実験によって得られる客観的なエビデンスと，
感情や記憶に基づく主観的なエビデンスの性質を考えることを通して，私たちが結論を得るときの
エビデンスと結論の関係性を探究することとした。そのために，授業ではエビデンスと結論の関係
性を意識した構成とし，⽣徒が探究テーマ「私たちは，⾒えないものと，どのように関わっている
のだろう。」について，授業内容を踏まえて，振り返ることができるようにした。 

２学期は，関連概念「相互作⽤」を設定することで，エビデンスの相互作⽤と結論の関係性を探
究した。１学期にはエビデンスと結論は，わかりやすく対応していたが，２学期の単元「電流とそ
の利⽤」では，電流・磁界・⼒の相互作⽤が結論を決定する。⼀⾒バラバラな現象の相互作⽤によっ
て，⼒が発⽣したり，電流が流れたりすることを意識することで，関係性のありようについて，１
学期までに構築した概念をより⼀層深化できるようにした。授業では，単元の最初にモーターの作
成を⾏うことで，暗に相互作⽤を意識できるようにしたのち，電・磁・⼒の学習を進めた。電・磁・
⼒の学習の中で，常にモーターの仕組みに⽴ち返ることで，その相互作⽤を徐々に明らかにしてい
く展開とした。また，⽣徒が探究テーマ「関係性の中の相互作⽤は，私たちの社会に何をもたらす
のだろうか。」について，授業内容を踏まえて，振り返ることができるようにした。 

このように，重要概念「関係性」について，複数の単元，複数の視点から，その構築を図った。２
学期末の時点で，⽣徒に「物理の授業を通して考えた「関係性」について，教えてください。抽象的
な回答でも構いません。」と問うた結果を，以下に⽰す。なお，⽣徒の記述をそのまま掲載する。 

 毎授業の振り返りで，物理における磁気と電気の関係性には密接さがあると思った。例えばモ
ーターを作る時はモーター(⼿回し発電機)を回した体験から単純に逆算して考えたり，問６（９
⽉からの「電磁気」の授業を通して，考えたこと，感じたことを教えてください。）で答えたよ
うな実験の企画のしかたもした。⼀⽅わかるともう⼀⽅もわかる，という関数と似た関係なの
かもしれないと思った。 

 電磁気だけに関わらず，実際にあることは関係式などを⽤いれなくても，関係性は必ずあるも
のだと思いました。 

 ⾞の事故等，⾝近に潜む問題を解決するための⼿法という意味では公⺠的な⾯から捉えること
も出来ると思った。 

 序盤の⽅でやった作⽤・反作⽤と電磁気でやった三⾓形の関係ではどちらも「相互作⽤」とい
うのがキーポイントだった。⼀学期とは違って〇〇→△△&△△→〇〇という関係性だったか
らお互いが共存していないと成り⽴たないってことがわかった。Pre-IMでも特定の⽣物と⽣物
の間には「共⽣」っていう仕組みがあるのと似てると思った。 

 関係性とは，必ず潜んでいるものでありよく⽬を凝らせば⾒つけることができるものである。
さまざまな視点から⾒たら新たに発⾒することもできるが，既存の理論をもとに関係性を⾒つ
けることの⽅が容易である。すべてのものがつながっている。 

 初めはそれぞれ別の異なった物として捉えている事柄があるが，実験や考察を重ねていく事で
それらの事柄の間に様々な関係性が⾒つけられ，最終的には⼀つの繋がりとして考えることが
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出来る。 

上記のように，振り返りを通して，関係性について考えることができたようすが⾒受けられる。
また，学習内容を超えて関係性について考えていたり，数学や公⺠とつなげて考えていたりして
いた。さらに，学年⽬標である「つながり」という表現を⽤いていた⽣徒もおり，教科等を超え
て，⽣徒の中に関係性という概念の構築が図られていたようすが窺える。 

 

５節 保健体育科 

 保健体育においては，今年度，「“ヘルスプロモーション”とはどのようなものなのか？」という教
科の⽬標を設定した。保健分野と体育分野と通し，⾃らの健康づくりに必要な意志決定と⽣活環境
や社会環境を整備する必要性についての⾒⽅・考え⽅の育成を⽬指した。 
 授業冒頭に必ず⽇常へのつながりを意識する発⾔をし，学習活動に⼊っていくことを⼼掛けた。
保健分野では，「健康な⽣活と疾病の予防」において，健康の成り⽴ちや⽇常の⽣活を意識しやすい
単元だったこともあり，毎時間の振り返りのコメントからも，⾃他の健康に興味を持つことができ
たようだ。また学期が進むにつれ，健やかな⽣活を送るという部分で特に理科とのつながりを表現
してくる⽣徒も多くみられた。体育分野では，⾝体活動を⾏うだけでなく，学習ノートに記すこと
で，特に「アルティメット」では，⾓度や⾵を計算したり，物理における学びに結び付けたりする記
述も多数⾒ることができた。 
 ⽣徒たちの反応からも，教科の枠組みを越えた「関係性」や「つながり」といった学習の基盤を感
じ取ることができたのではないか。 

 
６節 家庭科 

家庭科においては，教科全体を通して「時間軸（過去から現在，未来へ）」と「空間軸（⾝の回り
のことから⾝近な存在，社会全体へ」で関連性を意識することが求められている。今年度は特に「⾐
⽣活」の内容について扱った。 

「⾐服の歴史」「和服について」「繊維や布はどのようにしてできるのか」「⾐服の⼿⼊れ」「⾐服の
消費」などについて扱ったが，⽇常⽣活との関連だけではなく，社会に対してどのような関連・影
響があるのかをも意識させることに留意した。 

「⾐服の消費」では，「⾃分は好きな服を買いたい。着なくなったものは古着として出せば環境に
もいいのではないか」と考え，⼀⽅で「⾃分は（店で売っている）古着は知らない⼈が着たものだか
ら嫌だ」と考える⽣徒が多かったが，実際にはそれでは世の中に古着だけが⼤量に余ることになっ
てしまう。その⽭盾に気づき，世界では⼤量の⾐服が廃棄されていること，古着が⼤量に送られて
くる国への影響，製作時や廃棄時の労働や環境への影響などを知ることで，⾝近なことが実はいろ
いろなこととつながっているのだ，そして，⾃分の⾏動がいろいろなところに影響を与えるのだ，
ということを感じることができたようだ。 

 

７節 養護 

養護においては，道徳の 1 時間を使い，睡眠を題材として「私」と「睡眠」ならびに「睡眠」と
「⼼」の関係性について授業を⾏った。本校では学校の課題や課外活動などで忙しく，慢性的な睡眠
不⾜になっている⽣徒が少なくない。また，2020 年度の保健室来室者のうちメンタルを主訴に来室
する⽣徒の割合が約 26.6％（681 件／2560 件）で，そのうちの多くが睡眠不⾜である。3 年⽣は次
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年度後期課程へと進むことから，「私」と「睡眠」がいかに密接に関わっているのかを学び，⾃⼰管
理能⼒の定着をめざした。授業は，①ストレスと睡眠の関係（事例）②適切な睡眠について（知識）
③適切な睡眠をとるための⽅法（実践）の３つの構成に分けて進めた。①では 3 学年の⽣徒が⽇常
で起こりやすい⼈間関係の衝突を例に挙げ，睡眠不⾜が脳に与える影響をもとに，実際に起こりう
る脳の思考・判断について学んだ。②では，適切な睡眠時間について学んだが，約 83.5%（91 名／
109 名）の⽣徒は睡眠時間が⾜りておらず，⾃分が睡眠不⾜であること⾃体を認識していないこと
がわかった。③では教師側から睡眠時間を確保する⽅法を⽰したうえで，⽣徒⾃ら考えを深めた。
そのなかには，課題や課外活動で忙しく，睡眠時間をとることが難しいことを嘆く意⾒も⾒受けら
れた。今回の授業で，⾃分⾃⾝が睡眠不⾜であることに気づき，「私」と「睡眠」の関係について⾒
つめなおすことができた。⼀⽅，今後の課題として，限られた時間内に多数のタスクをこなさなく
てはならない状態で，適切な時間や良質な睡眠を確保するための⽅法について，更なる探求が必要
だとわかった。 
 

４章 IDU 

１年間を通して，さまざまな教科，また学年運営において，関係性を重視してきた。そこで，３学
期には社会科，理科等を中⼼とした IDU を設定した。本稿の執筆時には，単元の実施中のため，実
施計画を述べるに留める。 

⽣徒は１年間を通して，さまざまな教科の中で，さまざまな関係性について探究してきた。授業
では，理科の１学期における，観察，実験で得られるエビデンスと結論のように⽐較的シンプルな
ものから，理科の２学期の電磁⼒のように，相互に影響を及ぼし合う複雑な関係性を扱ってきた。
実社会に⽬を向けてみると，関係性はより複雑性を増す。さまざまな関係性を探究してきた集⼤成
として，トランスサイエンスに取り組むこととした。 

トランスサイエンスとは，科学によって問うことはできるが，科学だけでは答えることのできな
い問題群からなる領域である。⼩林傳司によると，科学と社会の関係は 1970 年以降，変容してい
る。それ以前は，客観的事実に基づいた知識の⽣産を⾏う科学と，意思決定の世界において科学を
利⽤する社会というように，科学は社会や政治と切り離されたものだった。しかし，1970 年以降，
その境界があいまいなものとなっている。 

学校教育においては，科学（理科）と社会は個別バラバラな学問としてカリキュラムが組まれて
いる⼀⽅で，先述のように，実社会ではその境界はあいまいなものであり，どちらか⼀⽅だけから
考えていては，解決できない課題にあふれている。また，科学と社会だけを考えるだけではなく，
さまざまな⽴場の⼈々からなる社会においては，誰⼀⼈取り残さない（leave no one behind）を誓
い，さまざまな関係性の中で健やかな社会の実現を⽬指している。 

そこで本単元では，科学と社会の関係性を中⼼に，さまざまな関係性の中で構築する社会につい
て探究する。トランスサイエンスとして，SGDs を取り上げ，⽣徒は，その 17 の⽬標を達成し得る
政策を提案する。総括的評価課題及びルーブリックは，以下のとおりである。 

規準 A：評価  
到達度 レベルの説明 今回の場合 

０ ⽣徒は，以下のレベルの説明に記されたいずれの基準にも達していない。 
1-2 ✓ 学問分野ごとの知識を特定すること

で，その分析を試みる。 
□ 選択した課題に対して，科学・技術に関する客観的なデータあるい

は社会状況に関するデータについて，発表する。 
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✓ 学際的なものの⾒⽅の⻑所または限
界に⾔及し，その評価を試みる。 

□ 選択した課題に対して，科学・技術で解決できること／できないこ
とまたは社会で解決できること／できないことを整理する。 

3-4 ✓ 学問分野ごとの知識を簡単に述べる
ことで部分的に分析する。 

✓ 学際的なものの⾒⽅の⻑所または限
界を簡単に述べることで部分的に評
価する。 

□ 選択した課題に対して，科学・技術に関する客観的なデータあるい
は社会状況に関するデータを分析し，発表する。 

□ 選択した課題に対して，科学・技術で解決できること／できないこ
と及び社会で解決できること／できないことを整理し，さまざま
な関係性の中で解決する⻑所または限界（困難さ）を説明する。 

5-6 ✓ 学問分野ごとの知識を詳しく述べ，
分析する。 

✓ 学際的なものの⾒⽅の⻑所または限
界を詳しく述べ，評価する。 

□ 選択した課題に対して，科学・技術に関する客観的なデータ及び社
会状況に関するデータを分析し，発表する。 

□ 選択した課題に対して，科学・技術で解決できること／できないこ
と及び社会で解決できること／できないことを整理し，さまざま
な関係性の中で解決する⻑所及び限界（困難さ）を説明する。 

7-8 ✓ 学問分野ごとの知識を説明すること
で完全に分析する。 

✓ 学際的なものの⾒⽅の⻑所または限
界を説明することで完全に評価す
る。 

□ 選択した課題に対して，科学・技術に関する客観的なデータ及び社
会状況に関する客観的なデータを適切に分析し，発表する。 

□ 選択した課題に対して，科学・技術で解決できること／できないこ
と及び社会で解決できること／できないことを整理し，さまざま
な関係性の中で解決する⻑所及び限界（困難さ）をわかりやすく説
明する。 

規準 B：統合 
到達度 レベルの説明 今回の場合 

０ ⽣徒は，以下のレベルの説明に記されたいずれの基準にも達していない。 
1-2 ✓ ある程度の学際的な理解を伝えよう

として，学問分野ごとの知識を選択
するような作品を制作する。 

✓ ⾃分の作品がどのように学際的な理
解を伝達するかに⾔及する。 

□ 課題に対して，政策を市⺠に伝える。 
□ ⾃分（たち）の政策が，科学・技術や社会とどのように関係してい

るかを⽰す。 

3-4 ✓ 学問分野ごとの知識を応⽤した作品
を制作し，学際的な理解を部分的に
伝える。 

✓ ⾃分の作品がどのように学際的な理
解を伝えるのかを簡単に述べる。 

□ 課題に対して，科学・技術と社会の⼆側⾯とのつながりを⽰しなが
ら，政策を市⺠に伝える。 

□ ⾃分（たち）の政策が，科学・技術と社会の関係性の中で，どのよ
うに決定されたのかがわかるように主張する。 

5-6 ✓ 学問分野ごとの知識を発展させた作
品を制作し，学際的な理解を伝える。 

✓ ⾃分の作品がどのように学際的な理
解を伝えるのかを詳しく述べる。 

□ 課題に対して，科学・技術と社会の⼆側⾯とのつながりを明確にし
ながら，政策を市⺠に伝える。 

□ ⾃分(たち)の政策が，科学・技術と社会の関係性の中で，どのよう
に決定されたのかがわかるように証拠・根拠に基づいて主張する。 

7-8 ✓ 学問分野ごとの知識を統合させた作
品を制作し，⽬的を持った学際的な
理解を効果的に伝える。 

✓ ⾃分の作品がどのように学際的な理
解を伝えるのかを正当化する。 

□ 課題に対して，科学・技術と社会の⼆側⾯とのつながりを明確にし
ながら，政策を市⺠に分かりやすいように効果的に伝える。 

□ ⾃分（たち）の政策が，科学・技術と社会，それ以外との関係性の
中で，どのように決定されたのかがわかるように，証拠・根拠に基
づいて主張する。 

規準 C：振り返り 
到達度 レベルの説明 今回の場合 

０ ⽣徒は，以下のレベルの説明に記されたいずれの基準にも達していない。 
1-2 ✓ ⾃分⾃⾝の学際的な学習の発展につ

いて⾔及する 
✓ 新しい学際的な理解が今後の⾏動に

どうつながるか⾔及する 

□ パブリックコメントを踏まえて，政策決定に⾄った過程や葛藤を
説明する。 

□ 科学・技術や社会の関係を⽰しながら，政策を視覚的にまとめる。 

3-4 ✓ ⾃分⾃⾝の学際的な学習の発展につ
いて簡単に述べる 

✓ 新しい学際的な理解がどう⾏動につ
ながるか簡単に述べる 

□ パブリックコメントを踏まえて，政策決定に⾄った過程および葛
藤を説明する。 

□ 科学・技術と社会の関係性を⽰しながら，政策を視覚的にまとめ，
市⺠の⾏動を促す。 

5-6 ✓ ⾃分⾃⾝の学際的な学習の発展につ
いて詳しく述べる 

✓ 新しい学際的な理解がどう⾏動につ
ながるかを詳しく述べる 

□ 複数のパブリックコメントを踏まえて，政策決定に⾄った過程を
説明する。（Forms） 

□ 科学・技術と社会の関係性がわかるように，政策を視覚的にわかり
やすくまとめ，市⺠の⾏動を促す。（ポスター） 
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7-8 ✓ ⾃分⾃⾝の学際的な学習の発展につ
いて議論する 

✓ 新しい学際的な理解がどう⾏動につ
ながるかを議論する 

□ 複数のパブリックコメントを踏まえて，政策決定に⾄った過程お
よび葛藤を説明する。（Forms） 

□ 科学・技術と社会，それ以外との関係性がわかるように，政策を視
覚的にわかりやすくまとめ，市⺠の⾏動を促す。（ポスター） 

科学と社会，またそれ以外の様々な要因が複雑に絡み合った問題は，簡単に解決することもでき
なければ，「答え」はひとつではない。IDU として，その困難に向き合い，重要概念「関係性」につ
いての理解がより⼀層深まることを期待したい。 

 

５章 今後の展望 

今年度は，重要概念「関連性（Relationships）」を各教科指導における共通概念として授業実践を
⾏った。 

今回は IB の重要概念から学年全体としての共通概念を設定して実践したが，この⽅法は IB の概
念にとどまらず，学級や学年，学校で伸ばしたいと考えている項⽬を各教員が共通の認識として捉
えることで授業やその他の学校⽣活でも実践できるのではないかと考える。 
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Practices that help students find connections to subject 
– Grade management and subject instruction 

 focusing on the common concept of Relationships – 

Abstract 

This is a practical research on how to design and conduct classes which allow students to link subjects 
through concepts. This school year, we made an effort to link each subject through relationships, one of 
the IB key concepts. This approach provided students with opportunities for concept formation. The 
fruits of this efforts were seen in each subjects such as Japanese Language, Social Studies (Civics), 
Mathematics, Science (Physics), Health and Physical Education, Home Economics, and Ethics. 
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